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動物の特異な機能に気付く

タコの足の吸盤はよく知られていま

す。ごつごつとした岩場でも強力にくつ

つき、 獲物をつかめば陀単には離しませ

ん。そんな吸盤をロポットハンドに応用

しようと取り組んでいます。

作った吸盤は薄膜状のシリコー ンゴム

研究成果最適展開支援プログラムA-STEP

探索課題「自律駆動型マイクロバルブを有する真空吸着ロポットハンドの開発」

役立つものづくりを目指し
令

アイデアで勝負！
と考えられています。世界の消費

量の6割が日本です。吸盤の利用

を思いついたのも、 タコ焼きやお

でんの具として身近だったから

かもしれません。

もっと知りたくなって飼育も

始めました。予想外に難しくて、

海水など飼育条件を変えながら、

製で、 真空ポンプにつながっています。 8匹目にしてやっと長期間の飼

つかみたいものに押し当てて、 吸盤内部 育に成功。これからはじっくりタ
ロボットハンド先端の小さな円い部分がタコの吸盤にあた
る部分。軟らかくて、でこぼこ面にも優しくフィットする。

の圧力を下げると、 しっかりとつかめま

す。空気が漏れることもありません。表

面が硬くて空気を通さないものなら、 ざ

らざらした面でも丸いものでも、 ぴった

りと張り付いてつかめます。

タコのメカニズムをまねてみた

形や材質が違ったものでも、 統単に自

在につかめるロボットハンドは作れない

もの力％妙案が浮かばず悩んでいたとき、

タコの生態を研究した論文に気付いたの

です。張り付いて、 相手を傷つけずにつ

かむという、 タコの吸盤の持つ機能に大

きなヒントを得ました。これが思いのほ

かうまくいったのです。

タコは謎の多い動物です。欧米ではほ

とんどタコは食べません。禁忌に触れる

コとにらめっこします。

他にも蚊が痛みを感じさせずにひとを

刺す行動を高速度カメラで分析するお手

伝いをしています。生物に学ぶものづく
とりこ

りは奥が深くて、虔になってしまいます。

難しいから挑戦を

中学時代はテニス部で全国大会に出場

しました。工作も大好きだったので、もっ

とものづくりをしたいと 工学部に進学。

大学の研究室では、 マイクロマシンとい

う超小型機械の研究をしました。半導体

技術を利用した素子を作ったり、 装置を

組み立てたりと、 手を動かすことが楽し

いのです。関西大学に移った後も、 学生

時代のものづくりの経験を生かしていま

す。どんな形のものでも自在につかめる

吸盤ロボットを、 工場のラインヘの実用

や、 医療分野、 修理用ロボットなどへの

応用にと考えています。応用範囲の広さ

をもっと知ってもらい「引っ張りダコ」

になるといいですね。

ものづくりには、 コンピュ ーターを使っ

た設計や解析も必要ですし、 切ったり組

み立てたりという手作業の部分もたくさ

んあります。段階ごとに、 いろいろなこ

とが要求されます。でも、 難しいからこ

そおもしろい。常にチャレンジする気持

ちが大切だと思います。
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●高橋さんの詳しい研究内容を知りたい万はこちらへ
http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~tl 00051 /r_gripper _j.html 
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